
日本で最も美しい村連合加盟
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→ 

認
定
デ
ィ
ス
ク
パ
ネ
ル
を
手
渡
さ
れ

た
五
味
村
長
と
連
合
の
理
事
者
ら

→ 

記
念
植
樹
な
ら
ぬ
記
念
植
菜

植
え
て
い
る
苗
は
木
曽
地
方
特
産
の
「
す
ん
き
菜
」

→
「
美
し
い
村
連
合
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
木
曽
町
）
に
お
い
て

　年
一
回
予
定
さ
れ
た
加
盟
村
に
集
合
し
、

地
域
の
特
産
物
で
交
流
を
図
る
。
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●表紙写真／「星降る里の灯りと光」
　今年もペンションビレッジ周辺でイルミネー
ションを点灯しています。11月14日の点灯式で
は、星空市や振る舞い、原小学校合唱団による
合唱、お楽しみ抽選会等で星降る里の夜を盛り
上げました。
　なお、イルミネーションは来年1月11日まで
毎日午後5時から点灯しています。今年からイ
ルミネーションを一新し、例年とは違う幻想的
な世界が広がっています。ぜひ足を運んでみて
ください。

■人の動き
・人口 7,887人 （－8） 　 　
・男 3,907人 （－4） 　 　
・女 3,980人 （－4）　　  
・世帯数 3,114世帯 （－6） 　　 
・転入　13
・転出　13
・出生　  5
・死亡　  7

平成27年11月末現在。
（　）内は前月比。
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　「日本で最も美しい村」連合は、2010年に世界で最も

美しい村連合に加盟しました。この連合会には日本以外

にフランス、ベルギーのワロン地区、カナダのケベック

州、イタリアが加盟しています。

世界で最も美しい村連合

　
加
盟
村
の
住
民
は
地
域
を
知
り
、

地
域
を
誇
り
に
思
い
勉
強
熱
心
で

す
。
原
村
も
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

が
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を
意
識

し
、
自
然
や
伝
統
を
守
る
と
と
も
に

原
村
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ま
ず
は
「
最
も
美
し
い
村
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
よ
り
、
美
し
い
村
連
合
に

加
盟
し
た
こ
と
を
村
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
「
最
も
美
し

い
村
」
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
推
進
・
運
営
組
織

を
立
ち
上
げ
て
村
全
体
の
活
動
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
美
し
い
景
観
を

守
っ
て
い
く
た
め
美
し
い
村
づ
く
り

関
連
・
景
観
関
係
条
例
の
整
備
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
活
動
と
し
て
は
他
の

加
盟
村
の
視
察
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
で
、
加
盟
し
て
い
る
地
域
団
体

同
士
の
交
流
が
深
め
ら
れ
れ
ば
、
魅

力
発
信
の
方
法
や
村
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、

地
域
資
源
な
ど
を
活
か
し
て
地
域
経

済
に
繋
げ
て
い
く
持
続
可
能
な
村
づ

日本で最も美しい村連合とは

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
で
言

う
「
美
し
い
村
」
と
は
、
「
景
観
百
選
」

の
よ
う
な
、
元
々
あ
る
自
然
風
景
や
見
た

目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て

農
林
漁
業
、
伝
統
行
事
、
地
域
食
材
、
祭

り
な
ど
そ
の
地
域
で
人
々
が
育
ん
で
き
た

営
み
に
よ
り
作
ら
れ
た
景
観
や
地
域
文
化

を
い
い
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
は
朽
ち
て
し
ま
う
地
域
資

源
を
守
り
将
来
に
伝
え
る
た
め
、
地
域
の

人
々
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
活
動
を
学
び

応
援
す
る
団
体
で
す
。

　
先
人
が
大
切
に
し
て
守
り
育
て
て
き
た

自
然
や
景
観
、
文
化
伝
統
を
地
域
の
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
、
た
だ
保
存
す
る
だ
け

で
な
く
さ
ら
に
時
代
に
合
わ
せ
て
発
展
さ

せ
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
も
繋
げ
て
い
く

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
60
の
村
（
地
域
）
が
加
盟
し

て
お
り
長
野
県
内
は
大
鹿
村
、
中
川
村
、

木
曽
町
、
南
木
曽
町
、
高
山
村
、
小
川
村
、

池
田
町
そ
し
て
、
こ
の
10
月
に
加
盟
し
た

伊
那
市
高
遠
町
（
地
域
）
と
原
村
の
、
全

９
村
（
地
域
）
と
な
り
ま
し
た
。

く
り
を
目
指
し
て
、
今
は
関
係
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
に
理
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
「
原
村

が
好
き
」
と
い
う
こ
の
気
持
ち
を
一
緒

に
形
に
し
て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　この度、「日本で最も美しい村」連合への加盟が承認されました。
喜びはもとより、これからが本番と気が引き締まる思いでいっぱいです。
　「美しい村」は、「小さくても輝く地域資源を持つ農山村が自らの町や
村に誇りを持って自立し、将来にわたって美しい地域を存続させていく」
ことが大前提です。
　「美しい村」連合加盟を機に、原村のさらなる「良さ」を見直し、公民協
働で自らが自発的に美しい地域資源を守り、さらに発展させていけるよう努
力していきたいと思います。
　みなさんからの知恵と力をお借りし、そして何より「原村を愛する気持
ち」を村づくりに傾けることができれば、「美しい村」への加盟が意味ある
ものになると信じております。

原村長　五味  武雄

　
今
年
10
月
2
日
、
原
村
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま

し
た
。
全
国
で
新
た
に
６
つ
の
村
（
地
域
）
が
新
規
加
盟
し
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
木
曽
町
に
お
い
て
行
わ
れ
た
10
周
年
記
念
大
会
に
は
、
全

国
の
加
盟
村
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
集
合
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
交
流
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＝ 

村
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
展
開 

＝

　この度、「日本で最も美しい村」連合への加盟が承認されました。
喜びはもとより、これからが本番と気が引き締まる思いでいっぱいです。
　「美しい村」は、「小さくても輝く地域資源を持つ農山村が自らの町や
村に誇りを持って自立し、将来にわたって美しい地域を存続させていく」
ことが大前提です。
　「美しい村」連合加盟を機に、原村のさらなる「良さ」を見直し、公民協
働で自らが自発的に美しい地域資源を守り、さらに発展させていけるよう努
力していきたいと思います。
　みなさんからの知恵と力をお借りし、そして何より「原村を愛する気持
ち」を村づくりに傾けることができれば、「美しい村」への加盟が意味ある
ものになると信じております。

原村長　五味  武雄

平成２７年１２月１５日～平成２８年１月２０日平成２７年１２月１５日～平成２８年１月２０日

日本で最も美しい村連合加盟

雪の季節！！道路の除雪作業にご協力ください

“ずく”出して健康づくり

地域の困りごと相談 
㈲コウ・キタダ建築設計工房　 
         電話７５-３４１９ 
          Fax７５-３４１８ 
メール  ko@ko-kitada.co.jp    
     原村上里１７７８１-２２ 

住まい・暮らしのお困りごと　ご相談ください。 

12
Vol.439
2015

H A R A  V I L L A G E 

未来に「美しい村」を継承するために…未来に「美しい村」を継承するために…

原村は日本で最も美しい村連合に加盟しました

日本で最も美しい村
加盟自治体
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日本で最も美しい村連合加盟

　セロリやレタス、キャベツなど今や原村の特産品と
なっている「高原野菜」は、昭和27・28年頃10人足ら
ずの若者（現在、80代の高齢者）が取り入れた「洋菜」
から始まりました。現在の農地には、当時から何度も何
度も改良を重ねて作られた高原野菜が青々と育ち、
八ヶ岳と相まって原村独特の農村風景を作り出してい
ます。稼ぐために始めた新しい洋菜が今、農業の主力の
柱となり地域を発展に導いてきました。

①
八
ヶ
岳
の
裾
野
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
と
農
地
が
調
和
し
た
農
村
景
観

②
土
蔵
の
鏝
絵
（
こ
て
え
）

　
「
原
村
の
美
味
し
い
物
語
」
パ
ン
フ
で
村
の
魅
力
を
発
信
、
直
近

の
転
入
者
が
3
0
0
人
を
超
え
、
人
口
減
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
資
源
で
は
中
新
田
集
落
の
な
ま
こ

壁
の
土
蔵
を
彩
る
鏝
絵
は
、
勤
勉
な
村
人
が
自
分
で
稼
い
だ
ス
テ
ー

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
評
価
し
ま
し
た
。

八
ヶ
岳
山
麓
は
畑
作
や
牧
畜
に
適
し
た
環

境
で
、
低
地
は
水
田
、
山
麓
下
部
は
畑
作
、

上
部
は
牧
畜
と
農
畜
連
携
の
循
環
型
農
業

の
基
本
に
立
ち
返
っ
た
農
業
政
策
で
、
日
本

有
数
の
農
村
景
観
を
生
み
出
す
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
村
内
に
点
在
す
る
ハ
ー
ド
中
心
の
観
光

イ
ン
フ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
滞
在
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
繋
げ
る
ソ
フ
ト
面
（
食
文
化
や
歴

史
ツ
ア
ー
な
ど
の
体
験
型
企
画
）
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
地
域

資
源
の
定
義
は
、
「
人
々
の
生
活
の
営
み
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
き
た
景
観
、
環
境
、

文
化
」
で
す
。
地
域
資
源
を
保
全
し
、
活
か

し
な
が
ら
、
共
に
「
最
も
美
し
い
村
」
運
動

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原村において「美しい村」連合への加盟の話が持ち上がり、具体的な検討を始めたのは平成25年5月。

○広報において数回「美しい村」特集記事により住民のみなさんに周知

○平成26年住民アンケート「美しい村」加盟についての結果

　58.6％の方が加盟して良い（良いと思わない７％）と応えています。

○平成27年3月原村議会において加盟の意向が可決される。

○同月入会申請書を提出 

○平成27年6月連合新規加盟審査（現地審査）

　平成27年10月2日　木曽町で開催された10周年記念大会において新規加盟が正式に承認されました。

＝ 

「
美
し
い
村
」
連
合
に
認
定
さ
れ
た
地
域
資
源 

＝

＝ 加盟までの経過 ＝

※

原
村
の
鏝
絵
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
に
教
育
課

　
が
刊
行
し
た
郷
土
の
文
化
財
第
４
集
「
原
村
の
土
蔵
を

　
彩
る
鏝
絵
」
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
お
問
い
合
わ
せ
／
原
村
教
育
委
員
会 

文
化
財
係
）

～
資
格
委
員
会
で
の
審
査
意
見
よ
り
～

昭和30年頃のセロリ農家

★これまでのテーマ
　第１回 今後ずくだせカフェで話し合いたいこと

　第２回 たばこについて

　第３回 冬場の運動について

　第４回 健診について

　第５回 立つ・歩く

　　　　 ～これからも、歩き続ける原村へ～

“ずく”出して健康づくり

5 2015 12

　10月10日(土)、地域福祉センターで「立つ・歩く ～これからも、

歩き続ける原村へ～」をテーマに開催した第5回ずく出せカフェ。さ

まざまな立場の方が50名も参加してくださいました。

　はじめに、原村診療所の小澤医師が、骨や関節・筋肉などの運動

器障害（ロコモティブシンドローム）の説明や、介護を必要としない

で自立した生活を送るために意見を出し合う主旨を参加者に呼び

かけました。その後はグループにわかれ、たくさんの意見・提案を

いただき、なごやかな雰囲気のうちに時間はあっという間に過ぎて

いきました。

　提案いただいた内容をいくつかご紹介します。

その１．「村長さんと歩こうキャンペーン」…ウオーキングは健康に良いことをＰＲ

　　　するため、あえて多忙な村長さんと歩く。

その２．「滑らない靴キャンペーン」…冬の歩行時転倒、骨折を防止するために歩

　　　き方や装具の工夫を知らせる。

その３．「健幸（けんこう）ポイントをゲットしてご褒美をもらうプロジェクト」　

　　　…健康に向けた行動をおこなった人にポイントを付与し商品に交換できる。

その４．「よいしょ音頭で健康体操プロジェクト」…耳慣れた音楽に振付を考え、

　　　いつでもどこでも踊る村民として珍百景に登録してもらう。

その５．「シニアの出番ですプロジェクト」…元気な高齢者、特に男性の活躍の場

　　　　所として子供たちの社会見学にお付き合いいただく。

その６．「ロコモでラッキープロジェクト」…ロコモが早く見つかって良かったと前

　　　　向きに考え、転倒防止のために無料でお宅診断や装具の相談を行う。

その７．「あおぞら診察・あおぞらリハビリ」…診察室やリハビリ室を飛び出し、

　　　　畑でもリハビリができる。

　いただいたご意見は、今後実現に向け検討していきます。

来年もテーマを変えて秋に開催する予定ですので、ぜひご一緒に原村の未来について話し合いませんか。

★第5回ずく出せカフェの様子

「ずくだせカフェ」活動しています！「ずくだせカフェ」活動しています！

★これまでに実現した意見
　・小中学生を対象に禁煙ポスターを募集し、優秀作を公共施設等

　　に掲示する　　・役場等公共施設の分煙化促進

　・ラジオ体操を有線放送で流す　　・農閑期の実施

　・スタイルアップ教室の開催回数を増やす

　・健診申込書の改正　　・女性検診の女性スタッフ確保

　・小規模健診で待ち時間の短縮化を図る

★“ずく出せカフェ”とは　平成24年度に始まり、原村地域包括医療推進協議会の健康づくり委員会が中心と

なり開催しています。「参加を惜しまず」「発言を惜しまず」「実行を惜しまず」という理念のもとで、ずくだせカフェ

と命名しました。原村の健康や医療につながるテーマで、これまで５回開催しました。



道路の除雪作業にご協力ください
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▼
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
▲

　
１
台
の
車
が
路
上
駐
車
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
路
線
、

地
域
全
体
の
除
雪
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
道
路

に
車
を
放
置
し
た
り
、
車
庫
代

わ
り
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。     

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
▲

　
除
雪
車
が
除
雪
し
た
雪
や
、

玄
関
前
、
屋
根
な
ど
の
雪
を
、

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
車
へ
は
近
づ
か
な
い
で
▲

　
除
雪
車
は
作
業
中
に
前
進
・

後
退
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
除
雪
車
の

近
く
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
垣
根
や
立
ち
木
に
も
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

注
意
を
▲

　
垣
根
や
立
ち
木
の
枝
が
除
雪
作

業
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
長
く
な
っ
た
枝
は
、
切
り

落
と
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　
村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の
通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、

除
雪
計
画
を
策
定
し
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
除
雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、96
・
8
㎞
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
車
を
活
用
し
、生
活
道
路
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の
通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、

除
雪
計
画
を
策
定
し
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
除
雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、96
・
8
㎞
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
車
を
活
用
し
、生
活
道
路
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問【村
道
】

原
村
役
場
建
設
水
道
課
建
設
係

　☎
79
‐
7
9
2
1

【
県
道
】

諏
訪
建
設
事
務
所
維
持
管
理
係

　☎
57
‐
2
9
3
7
（
直
通
）

▼
出
入
り
口
の
除
雪
は

　
　
　
　
　
各
ご
家
庭
で
▲

　
「
除
雪
車
が
出
入
り
口
に
固

い
雪
を
置
い
て
い
く
の
で
困

る
」
と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す

が
、
道
路
の
除
雪
作
業
に
は
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
も
必
要
で
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

出
入
り
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、

各
ご
家
庭
で
処
理
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の 

     

除
雪
は
地
域
の
み
な
さ
ん
で
▲

　
歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽

の
除
雪
作
業
は
地
域
の
み
な
さ

ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
が
滑
り
や
す
く

　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
▲

　
除
雪
直
後
の
道
路
は
と
て
も

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
手
も
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
、
通
行
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
冬
期
間
の

　
　
ご
み
捨
て
に
つ
い
て
▲

　
収
集
日
の
前
日
や
夜
間
に
ご
み

を
出
す
と
、
除
雪
の
障
害
と
な
っ

た
り
、
ご
み
が
雪
に
埋
も
れ
て
し

ま
い
収
集
に
支
障
を
き
た
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
必
ず
収
集

日
当
日
の
朝
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

　
　
　
場
合
も
あ
り
ま
す
▲

　
村
道
な
ど
の
、
早
朝
の
除
雪

作
業
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
降
雪
時
間
、
積
雪
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
時
間
帯
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
箇
所
に
は
目
印
を
▲

　
除
雪
作
業
中
に
は
、
雪
に
隠

れ
て
危
険
箇
所
の
確
認
が
十
分

に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
て
作
業
し
て
も
ら

い
た
い
場
所
や
構
造
物
が
あ
る

場
合
は
、
確
認
し
や
す
い
表
示

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
除
雪
体
制

■
第
一
次
除
雪

　
降
雪
量
が
10
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
56
路
線
　
55
・
４
㎞
）

■
第
二
次
除
雪

　
積
雪
量
が
25
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
24
路
線
　
18
・
３
㎞
）

■
第
三
次
除
雪

　
積
雪
量
が
50
　

㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
59
路
線
　
23
・
１
㎞
）

■
主
要
村
道
の
路
面
が
凍
結
し
た

場
合
は
、
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い

ま
す
。

■
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間

や
セ
ロ
リ
ン
号
の
運
行
時
間
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
、
深
夜
か
ら
朝

方
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　除雪作業をスムーズに行うた
めには、みなさんのご理解とご
協力が欠かせません！
　みんなでルールを守って安全
に冬を過ごしましょう。

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■原村除雪路線
　　第一次除雪路線
　　　※概ね10㎝以上の降雪により出動
　　第二次除雪路線
　　　※概ね25㎝以上の積雪により出動
　　第三次除雪路線
　　　※概ね50㎝以上の積雪により出動
■長野県除雪路線

除雪路線図
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軽自動車税の税率変更

▼
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、平
成
28
年
度
か
ら
、三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
及
び
軽
二
輪
車
等
の
税
率（
年
税
額
）が
変
更
に
な
り
ま
す
。

問

　住
民
財
務
課
税
務
係

　
　電
話
／
79

－

7
9
2
3（
直
通
）

　平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、税
率（
年
税
額
）が
変
更
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、平
成
27
年

度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
28
年

度
へ
1
年
間
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
に
つ

い
て
は
、平
成
27
年
4
月
1
日
登

録
の
車
両
か
ら
税
率（
年
税
額
）

の
変
更
と
と
も
に
初
年
度
か
ら

13
年
経
っ
た
車
両
に
つ
い
て
重
課

税
が
始
ま
り
ま
す
。平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
軽

自
動
車
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
の
税
率（
年
税
額
）と
な
り
ま

す
。　一

定
の
環
境
基
準
を
満
た
し

た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、軽
課
税

率（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
、平
成
28

年
度
の
み
）の
適
用
に
な
り
ま
す
。

●
三
輪
・四
輪
の
軽
自
動
車

●
原
動
機
付
自
転
車
・

　小
型
特
殊
自
動
車
・

　軽
二
輪
車
等

●
軽
課
税
率

　（グ
リ
ー
ン
化
特
例
）

自家用 2,700円 5,400円 8,100円 10,800円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円 6,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円 5,000円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円 3,800円

1,000円 2,000円 3,000円 3,900円

（ウ）新税率の
25％軽減

適用外の車輌

税率（年税額）

車種

軽自動車

四輪以上
（６６０CC

以下）

三輪（６６０CC以下）

乗用

貨物

（ア）新税率の
75％軽減

（イ）新税率の
50％軽減

（ア）電気自動車、天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％軽減）
（イ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準+20％達成車
  　　貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準+35％達成車
（ウ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　　貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準+15％達成車

①についても③に該当します。
③に該当する車両については次のとおり
　平成２８年度は平成１４年までに登録された車両が該当します。
　平成２９年度は上記の車両に加え平成１５年及び平成１５年１０月～平成１６年３月登録の車両が該当します。
　（地方税法等の一部を改正する法律改正附則附則第１４条第２項による。）
　平成３０年度は上記の車両に加え平成１６年４月～平成１７年３月登録の車両が該当します。
　※電気自動車、ハイブリッド軽自動車、天然ガス軽自動車等には適用されません。

≪原動機付自転車・小型特殊自動車・軽二輪等≫

≪三輪・四輪の軽自動車≫

≪軽課税率（グリーン化特例 平成28年度のみ）≫

平成27年3月31日までに 平成27年4月1日以後に 最初の新規検査から

最初の新規検査をした車両① 最初の新規検査をした車両② 13年を経過した車両③

3,100円 3,900円 4,600円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

税　　率　（年税額）

  三輪

  四輪以上  

乗  用

貨物用

車種区分

平成27年度まで 平成28年度から
50ｃｃ以下 1,000円 2,000円
50ｃｃ超～90ｃｃ以下 1,200円 2,000円
90ｃｃ超～125ｃｃ以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪
 125ｃｃ超～250ｃｃ以下  
   

2,400円 3,600円

専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円
農耕作業用のもの 1,600円 2,400円
その他 4,７00円 5,900円

 二輪の小型自動車  250ｃｃ超 4,000円 6,000円

車種区分
税　率　（年税額）

 原動機付自転車    
     

 軽自動車

 小型特殊自動車

償却資産（固定資産税）の申告はお早めに
　事業を営んでいる方は、毎年1月1日現在における村内の償却資産の所有状況を1月末までに申告して
いただくことになっています。平成28年1月1日現在、償却資産を所有し、事業を営んでいる場合は、個人
事業者の方も対象となるため、期限内に償却資産の申告をお願いします。

▲

●申告方法について
　様式が定められていますので、今年度初めて申告され
る方は、住民財務課 税務係へご連絡の上、所定の様式に
より申告をお願いします。
　事業を営んでいる方で償却資産申告書がお手元に届
かない方は、お手数ですがご連絡ください。申告書を発
送しますので、同封された申告の手引き『固定資産税（償
却資産）の申告について』を参考に申告をお願いします。

平成２８年２月１日（月）

　原村役場　住民財務課 税務係　窓口
　　　　　　電話：７９－７９２３（直通）
　（郵送による提出も可能です）
　※所有されている資産に変更がない場合も申告をお   
　　願いします。また、免税点未満になるかどうかは、課
　　税標準額を算出した結果によって判断しますので、
　　資産の多少にかかわらず申告をお願いします。

●申告期限

●提出・問い合わせ先

償却資産とは

償却資産の例

 
 

　償却資産とは、事業を営む個人の方や法人が
その事業に使用するために所有されている土地
や家屋以外の、構築物、機械、運搬具、器具及
び備品などの事業用資産をいいます。法人税、
所得税の所得の算定にあたって、損金または経
費として減価償却費を計上している方は、申告が
必要な償却資産を所有している場合があります。
（固定資産税の対象となる家屋や、自動車税、
軽自動車税の対象となるものは除きます。）

　広告看板、レジスター、ビニールハウス、農機
具類、門などの外構工事、駐車場の舗装路面、
事業用（発電出力10kw以上）の太陽光発電設
備など
※上記のような事業用の償却資産を所有してい
る事業者の皆さんは、毎年１月１日現在の所有
状況を、その資産の所在する市町村に申告する
ことになっています。
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I N F O R M A T I O N

　
米
粉
の
普
及
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
原
村
こ
め
っ
こ
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
米
粉
料
理
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
米
粉
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
米
粉
を
使
っ
た
簡
単
お
や
つ
作

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
平
成
28
年
1
月
5
日
火

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
対
象
／
小
中
学
生

■
定
員
／
24
名（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
12
月
24
日
木

　
東
京
都
に
あ
る
学
生
寮「
長
善

館
」で
は
、平
成
28
年
度
の
入
館

生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
●
約
10
名

面
接
選
考
日
時
●
平
成
28
年
1

月
22
日
金 

午
後
1
時
30
分

面
接
選
考
会
場
●
諏
訪
市
教
育

会 

教
育
会
館

提
出
書
類
●

①
入
館
申
込
書
兼
身
上
書

②
写
真（
3
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
、４
cm
×
3
cm
の
写
真
2
枚
）

③
出
身
高
校
が
発
行
す
る
調
査
書

申
込
方
法
●
提
出
書
類
に
選
考

手
続
費
用
1
，0
0
0
円（
郵
便

為
替
ま
た
は
切
手
）を
添
え
て
、

面
接
選
考
日
の
5
日
前
ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先
●

〒
3
9
3
‐
0
0
1
3

下
諏
訪
町
小
湯
の
上
３
８
６
２
‐
1

　
小
口
俊
吉 

方

　
諏
訪
郷
友
会 

諏
訪
事
務
局

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
諏
訪
市
に
あ
る
長
野
県
福
祉
大

学
校
で
は
、平
成
28
年
度
の
保
育

学
科
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
期
間
●
平
成
28
年
1
月
7

日
木
〜
21
日
木

試
験
日
●
平
成
28
年
2
月
1
日
月

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

市
町
村
の
助
成
を
受
け
て
、ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方

の
う
ち
、接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状

が
生
じ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
は
、接
種
と
の
関
連
性
が
認
定

さ
れ
る
と
、医
療
費・医
療
手
当
が

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

対
象
者
が
認
定
請
求
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。た
だ
し
、支
給
対
象
と

な
る
の
は
、請
求
し
た
日
か
ら
遡
っ

て
5
年
以
内
に
受
け
た
医
療
に
限

ら
れ
ま
す
。お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相

談
窓
口
ま
で
至
急
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
●

0
1
2
0
‐
1
4
9
‐
9
3
1

※
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
、

0
3
‐
3
5
0
6
‐
9
4
1
1
（
有

料
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
4
回
狩
猟
免
許
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
●
県
内
在
住
で
狩
猟
免

許
を
取
得
さ
れ
た
い
方
、
又
は
種

別
の
異
な
る
免
許
を
取
得
さ
れ
た

い
方

試
験
日
●
平
成
28
年
2
月
20
日
土

受
付
期
間
●
平
成
28
年
1
月
18

日
月
〜
29
日
金
（
郵
送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
）

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日、12/29～1/3

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、12/29～1/3

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日、12/29～1/3

■中央公民館［☎79-7940］
12/29～1/3

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、12/30～1/3

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、12/25、12/28～1/4、12

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
12/29～1/3、1/18～22

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、12/24・30～1/3、1/13

■もみの湯［☎74-2911］
12/16、1/20

※12/31は午前10時～午後7時、
1/1は正午～午後8時の営業

12月 1月

 　 　 15   16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13

D e c e m b e r  t o  J a n u a r y

14 15

問
諏
訪
郷
友
会 

諏
訪
事
務
局

☎
27
‐
0
6
2
5

お
知
ら
せ

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度

長善館ホームページ
http://www.suwakyouyuukai.org/chouzenkan/

問
長
野
県
福
祉
大
学
校
教
務
室

　
☎
57
‐
4
8
2
1

学
生
寮
「
長
善
館
」

平
成
28
年
度
入
館
生

長
野
県
福
祉
大
学
校

保
育
学
科 

入
校
生

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

　統計グラフコンクールは、アンケート結果や自分で調査した資料などをいろいろなグラフで表現し
た応募作品を、村と小中学校の先生が、デザイン性やグラフの適確性などを基準に審査しています。
　今回は、小中学生14人から13点の応募があり、８月末に審査が行われ、11点の作品が入賞しまし
た。このコンクールは、来年も開催しますので、ふるってご応募ください。

第31回原村統計グラフコンクール

第３部　金　賞
『高めよう　防災対策』　
平出　雄彩さん（原小6年）

第２部　金　賞
『2015原小４年生白書』　
長濱　愛里咲さん（原小4年）

第１部　金　賞
『どんなどうぶつかってるの？』
佐藤　琢音さん（原小1年）

問 

総
務
課
企
画
係

☎
79
‐
7
9
4
2
（
直
通
）

　
　 

　 

（
内
線
２
３
６
）

第４部　銅　賞
『ある日の八ヶ岳自然文化園』　

本間　里さん（原中1年）

□
第
１
部

　
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

　金

　賞

　佐
藤

　琢
音

□
第
２
部

　
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

　金

　賞

　長
濱

　愛
里
咲

　銀

　賞

　清
水

　藍
夏

　銅

　賞

　宮
坂

　茉
里

　努
力
賞

　田
中

　紗
帆

□
第
３
部

　
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

　金

　賞

　平
出

　雄
彩

　銀

　賞

　田
中

　飛
穂

　
　
　
　
　田
中

　金
河

　銅

　賞

　野
明

　愛
結

　努
力
賞

　両
角

　優
那

　
　
　
　
　樋
川

　瑛

□
第
４
部
（
中
学
生
）

　銅

　賞

　本
間

　里

こ
ど
も
米
粉
料
理
教
室

問
・
■
■
■

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

☎
79
‐
7
9
3
1
（
直
通
）

申
込
先

イ
ベ
ン
ト

募

　集

狩
猟
免
許
試
験

問
県
庁
鳥
獣
対
策・ジ
ビ
エ
振
興
室

☎
0
2
6
‐
2
3
5
‐
7
2
7
3

原
村
統
計
グ
ラ
フ

　
　コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

第31回統計グラフコンクール / 気楽にできる健康づくり

　
以
前
に
お
話
し
し
ま
し
た
、普

段
の
生
活
の
中
で
の
運
動
や
食

生
活
は
気
に
か
け
て
い
ま
す
か
。

健
診
・
検
診
は
お
済
み
で
す
か
。

　
先
日
、国
民
健
康
保
険
事
業
の

保
健
事
業
で
、管
理
栄
養
士
・
健

康
運
動
指
導
士
の
今
川
弥
生
先

生
に
よ
る
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
中
の
、時
間
を
活
用
し

て
健
康
的
に
痩
せ
る
、適
正
体
重

を
維
持
す
る
方
法【
時
間
栄
養
学

に
学
ぶ
最
新
ダ
イ
エ
ッ
ト
術
】か

ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
食
事
の
基
本

　「
食
」を
通
し
て
の
健
康
づ
く

り
の
第
一
歩
は
、自
分
の
食
べ
て

い
る
も
の
に
関
心
を
持
つ
こ
と
。

食
材
は
五
色
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
り
ま
し
ょ
う
。

■
時
間
栄
養
法
に
学
ぶ

　
　
　
　
　最
新
ダ
イ
エ
ッ
ト
術

　
い
く
ら
食
べ
て
も
太
り
に
く
い

時
間
帯
と
、少
し
し
か
食
べ
て
て

い
な
い
の
に
太
っ
て
し
ま
う
時
間

帯
が
あ
り
ま
す
。ダ
イ
エ
ッ
ト
中

の
方
は
、朝
か
ら
晩
ま
で
食
べ
る

量
を
減
ら
そ
う
と
し
が
ち
で
す

が
、時
間
栄
養
学
の
観
点
か
ら
み

る
と
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
人
間
の
身
体
は
、午
前
6
時
〜

午
後
4
時
の
間
に
脂
肪
の
合
成

促
進
を
す
る「
時
計
遺
伝
子
」の

タ
ン
パ
ク
質
が
低
下
し
て
い
る
の

で
、こ
の
時
間
帯
に
食
べ
る
の
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。逆
に
、午

後
8
時
〜
午
前
2
時
ま
で
の
間

は
タ
ン
パ
ク
質
の
活
性
化
が
ピ
ー

ク
に
な
り
、ほ
と
ん
ど
が
脂
肪
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
す
す
め
の
健
康
習
慣

・
睡
眠
時
間
は
６
〜
７
時
間
が
最
適

・
夜
9
時
以
降
に
食
べ
な
い（
脂

肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
や
す
い
）

・
朝
食
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も

の
を
必
ず
食
べ
る

・
昼
食
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て

も
大
丈
夫

・
間
食
は
午
後
３
時
ま
で

・
最
初
に
野
菜
や
海
藻
等
、食
物

繊
維
の
多
い
も
の
を
食
べ
、そ
の
あ

と
に
主
菜
の
肉
、魚
な
ど
と
主
食

の
ご
飯
を
食
べ
る
と
太
り
に
く
い

・
12
時
前
に
は
寝
る
よ
う
に
す
る

　
食
べ
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
な

く
、上
手
に
食
べ
て
無
理
な
く
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

  

保
健
福
祉
課
　
医
療
給
付
係

  

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
係

気
楽
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
③

シ
リ
�
ズ


